
 

 令和 2年度 大泉名水会 第 3回定例委員会議事録 

 

１．日 時 令和 2年 9月１3日（日） 午前 10時～11時半 

２．場 所 東大泉地区区民館 地下第 2会議室 

３．出席者 （敬称略） 

① 委員 12名、常任委員３名、事務所長が参加 

②参加者は下記の通り（欠席委員は下線） 

１区：五味渕隆志（庶務）、久保田一郎（環境） 

２区：染田屋佐和子（広報）、日比野裕二（委員長） 

３区：沖本純子（会計）、山川隆久（副委員長） 

４区：佐藤昭彦（環境）、茂野 弘（広報） 

５区：須藤 稔（広報）、間瀬元夫（庶務） 

６区：松井良業（副委員長）、今村ヨシ子（管理） 

７区：大栗道孝（管理）、遠山英夫（庶務） 

８区：神宮孝一（会計）、福田洋子（庶務） 

小島周一、根津隆正、水野宏（常任委員）、安島敬（事務所長） 

４． 配布資料 

① 定例 2020-3-1：令和２年度 9月事業報告 

② 定例 2020-3-2：未納維持分担金の早期回収に向けての取り組み状況 

③ 定例 2020-3-3：大泉名水会 維持分担金の減免ルールの導入について（提案） 

④ 定例 2020-3-4：加入申込金の廃止について（提案） 

⑤ 定例 2020-3-5：大泉名水会 ブロック・班割、会員編成の一部見直し（案） 

⑥ 定例 2020-3-6：会員義務を分担しない会員の在り方について（提案） 

５． 決定事項 

① 都水並みの維持分担金の減免ルール導入について承認された（資料 3-4） 

② 10月 1日により加入申込金を廃止することが承認された。 

③ ブロック・班別、会員編成は現状のままとし、地区委員の選出、回覧ルートの見直

しに絞って検討を継続する。 

  ④集合住宅などの居住者（90名）に総会や定例委員会への参加意思を確認する。 

６．議事模様 

6.1 報告事項 

  ① 事業報告（資料 3 ｰ 1） 

     4月から 8月にかけ、総配水量が 5％増加（コロナ巣ごもり生活の影響？）、 

未納維持分担金の回収等で、通年で 10％程度の増収が見込める。 

② 未納維持分担金の早期回収に向けての取り組み状況（資料 3-2） 

     ３月以降のきめ細かい督促活動により未納金が減少した（61→23万円) 

③ 7・8区宅地内配管の公道への移設工事の実施日程 

   ・7区は 10月 3日に試掘、10月 5日より 2週間程度かかる予定。 



   ・8区はこれから日程をたてるが、10月末の終了を目指す。 

④  地下貯水槽の清掃に伴う断水のお知らせ（10/24 21:45～10/25 5:30） 

断水のお知らせを 10月中旬までに配布する。 

⑤  事務所改装及び外構工事の完工 

事務所改装、外構工事が完了した。280万円の支出（対予算 40万円増）。 

⑥   その他 

   ・20数年前の入会手続きが不備により会員未登録宅からの一括入金があった。 

    ・以前より事務所のお手伝いを募集しているが、週半日のお手伝いしか確保できてい

ない。委員の出来る範囲で作業分担をお願いしたい。 

6.2 審議事項 

① 維持分担金減免ルールの導入について（資料 3-4） 

  都水に準じて、減免ルールの導入が提案された。対象は、生活扶助、児童扶養手当、

特別児童扶養手当、生活保護を受ける者であり、基本料金と月に水量 10ｍ３までの減

免について承認された。 

② 加入申込金の廃止について 

    名水会の加入申込金は 2000円である。都水には加入申込金がなく新規加入の相談に 

来られた方の印象があまり良くない。社宅として使用しているアパートも多く、出入

りが頻繁であり、加入手続きが極めて煩雑になる。むしろ、経営的にも、加入申込金

を廃止し、名水会の会員を増やす方が良いのではないか、という提案がされ、審議の

上承認された。10月 1日より加入申込金は廃止されることになった。 

③ 8地区ブロック・班割の一部見直しについて（資料 3-5） 

  ・地区委員就任機会に格差があり、特に会員数の少ない 7区、8区の就任サイクルが短

い。このため区割りの見直しによる格差是正案について各委員の意見をヒアリング

した結果、区割りについては現状維持の意見が多かった。 

・単なる数あわせでないところが難しいという意見もあり、現状の区割りのまま委員

の選出方法の見直しを図ることになった。 

・一部に回覧ルートの見直しの希望があり、各地区委員に別途ヒアリングし、再整理す 

ることになった。 

④  会員義務を分担しない会員のあり方について 

     現状、487会員の内、集合住宅などの居住者（90名）については時期は不明だが、

総会や定例委員会の運営に参加して頂いていない状態が継続している。しかし、総

会の成立条件は 487会員が母数になっており、90名に対して総会への参加、議事録

等の回覧希望の有無を確認して実際の母数（会員義務を分担する会員数）を確定さ

せるべきという提案があった。 

6.3  その他 

① 名水会の会場予約、会場費の支払いは庶務の間瀬元夫さん引き受けてくださることに

なった。 

                       （書記 ：五味渕隆志） 

                       （委員長：日比野裕二） 


